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体力増進！長寿わくわく体操教室
◆と　き／7月1日（金）から開始（全30回程度）
　　　　　※毎回、午後１時30分から午後3時
◆ところ／中央公民館
◆対　象／75歳以上
◆参加費／無料
◆申し込み／�電話で高齢福祉保険課（内線142）へ

申し込みください。
　※受付開始は6月7日(火)午前9時から

＜高齢福祉保険課＞

６　防衛医科大学校（看護学科学生）

資　　格 18歳以上21歳未満の者(高卒者（見込
含）または高専３年次修了者（見込含）)

受付期間 ７月１日(金)～10月５日(水)

試 験 等
期　　日

１次試験　10月15日(土)
２次試験　11月26日(土)
　　　　　および27日(日)
合格発表
　(１次)11月11日(金)
　(最終)令和５年２月３日(金)

催し・講座
次の全ての催しは、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、入場者等の制限を設けるなどのほか、急遽中止と
なる場合がありますのであらかじめご了承ください。

７　自衛隊＆警察・消防合同インターンシップ
　　【要予約】

日　時 場　所
７月25日(月)

午前９時～午後３時
航空自衛隊＆
可茂消防事務組合

７月26日(火)
午前９時～午後３時

陸上自衛隊＆
加茂警察署

７月27日(水)
午前９時～午後３時

航空自衛隊＆
中濃消防組合

７月28日(木)
午前９時～午後３時

陸上自衛隊＆
関警察署

※�６月29日(水)午後１時までに美濃加茂地域事務所
までご連絡ください。

◆�問い合わせ先／可茂総合庁舎４Ｆ　自衛隊美濃加
茂地域事務所（☎0574-25-7495）

市営住宅の入居者募集
◆定期募集
　6月6日（月）～20日（月）の申込受付分

住宅の種別 間取り 戸数
平成8年建設梅山住宅 ３LDK 1戸
平成10年建設梅山住宅 ３LDK 1戸

◆随時受付分（新規）
　6月6日（月）から（先着順）

住宅の種別 間取り 戸数
平成5年建設亀野住宅 ３LDK 6戸

◆随時受付分
住宅の種別 間取り 戸数

平成8年建設梅山住宅 ３LDK 1戸
昭和52年建設梅山住宅 ３DK 2戸
昭和46年建設梅山住宅 ２DK 2戸
昭和48年建設梅山住宅 ２DK 2戸

◆申し込み先／都市整備課
◆�申し込みに関する注意事項／３LDKおよび３DK

は単身での応募はできません。
◆�家　賃／市営住宅の家賃月額は入居者の収入に

応じて家賃が決定されます。
※詳しくは、市ホームページまたは都市整備課
　（内線234）まで

お知らせ

　令和4年6月15日（水）午前10時00分頃、全国一
斉に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による
訓練用の「緊急地震速報」が発表される予定です。
　市においても同報無線、あんしんメールによる
訓練放送を実施する予定ですので、ご理解とご協
力をお願いします。
　ただし、気象・地震活動の状況等によっては中
止の場合があります。　　　　　　　 ＜総務課＞

「緊急地震速報」訓練放送を実施します

防災・あんしんメールによる情報
　避難勧告の発令や避難所開設等の災害情報等を
お知らせします。配信を希望される場合は、次の
方法で登録してください。
①�minoshi@entry.mail-dpt.jpへ空メールを送って

ください。（下の二次元コードを読み取って入力
できます。）

②�折り返し、登録用のアドレスが記
載されたメールが届きますので、
説明に従って30分以内に本登録の
手続きを行ってください。

※�このメールはinfo@city.mino.gifu.
jpから配信されます。携帯電話にて受信拒否の設
定を行っている場合は、このドメインからのメー
ル受信を許可する設定を行ってください。〈総務課〉

みなさんの家に防災無線（防災ラジオ）は
備えてますか？

防災無線からの情報を自動で受信する防災ラジ
オの放送を、確実に聞き取ることのできる準備を
事前にしておきましょう。

ケーブルテレビに加入し、防災ラジオ専用ケー
ブルを利用すると「はっきりとした放送」を聞くこ
とができ、必要な情報を得ることが容易になります。

防災ラジオ・専用ケーブルは総務課で販売して
います。防災ラジオ1台1,000円、専用ケーブル
2ｍ500円、5ｍ800円。
※詳しくは、総務課　（内線323）まで＜総務課＞
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「夏休み美濃市留守家庭児童教室」の
指導員を募集

自衛官等志願者募集

◆�業務内容／美濃市の小学校区ごとに開設する留
守家庭児童教室での指導員（対象となる児童は小
学１年生から６年生）

◆�勤務先／美濃小学校区・牧谷小学校区・大矢田
小学校区・藍見小学校区・中有知小学校区のい
ずれかの留守家庭児童教室

◆雇用期間／7月21日（木）～8月27日（土）を予定
◆勤務時間／午前8時～午後6時までのうちで応相談
◆時　　給／1,002円
◆�その他／勤務先へはご自身で通勤をお願いします。
※詳しくは、福祉子ども課（内線155）まで

１　自衛官候補生志願者

資　　格
18歳以上33歳未満の者(32歳の者は
採用予定月の末日現在33歳に達して
いない者)

受付期間 随時受付

試 験 等
期　　日

WEB試験
①７月 ４日(月)または ５日(火)
②７月27日(水)または28日(木)
身体検査および面接　８月６日(土)

２　一般曹候補生志願者

資　　格
18歳以上33歳未満の者(32歳の者は
採用予定月の末日現在33歳に達して
いない者)

受付期間 ７月１日(金)～９月５日(月)

５　防衛医科大学校（医学科学生）

資　　格 18歳以上21歳未満の者(高卒者（見込
含）または高専３年次修了者（見込含）)

受付期間 ７月１日(金)～10月12日(水)

試 験 等
期　　日

１次試験　10月22日(土)
２次試験　12月14日(水)～16日(金)
合格発表
　(１次)12月１日(木)
　(最終)令和５年１月31日(火)

３　航空学生志願者

資　　格

（１）�海　18歳以上23歳未満の者(高
卒者（見込含）または高専３年次
修了者（見込含）)

（２）�空　18歳以上21歳未満の者(高
卒者（見込含）または高専３年次
修了者（見込含）)

受付期間 ７月１日(金)～９月８日(木)

試 験 等
期　　日

１次試験　 ９月19日（月・祝）
２次試験　10月15日(土)～20日（木）
３次試験
　（１）海 11月18日(金)～12月14日（水）
　（２）空 11月12日（土)～12月15日（木）
合格発表
　（１次）10月７日（金）
　（２次）（１）海　11月９日（水）
　　　　（２）空　11月４日（金）
　（最終）令和５年１月17日（火）

４　防衛大学校学生志願者

資　　格 18歳以上21歳未満の者(高卒者（見込
含）または高専３年次修了者（見込含）)

受付期間
(１)推薦および総合選抜
　　９月５日(月)～９日(金)
(２)一般
　　７月１日(金)～10月26日(水)

試 験 等
期　　日

試験
(１)推薦
　　９月24日(土)および25日(日)
(２)総合選抜
　　(１次) ９月24日(土)
　　(２次)10月29日(土)および30日(日)
(３)一般
　　(１次)11月５日(土)および６日(日)
　　(２次)12月６日(火)～10日(土)
合格発表
(１)推薦　10月28日(金)
(２)総合選抜
　　(１次)10月14日(金)
　　(最終)11月24日(木)
(３)一般
　　(１次)11月24日(木)
　　(最終)令和５年１月20日(金)

募 集

税務職員募集
◆職　種／税務職員（高卒程度）
◆受験資格／次の①または②に該当する者
　①�令和4年4月1日において、高等学校または中

等教育学校を卒業した日の翌日から起算して
3年を経過していない者および令和5年3月ま
でに高等学校または中等教育学校を卒業する
見込みの者

　②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
◆�申し込み／6月20日（月）午前9時～6月29日（水）
（受信有効）の期間中に、人事院ホームページから
申し込み

　ホームページはこちらから⇒

◆�試験日／１次試験　9月4日（日）、2次試験
10月12日（水）から10月21日（金）までのうち、
いずれか指定する日

◆問い合わせ先／名古屋国税局人事第二課試験係
　　　　　　　　☎052-951-3511（内線3451）

試 験 等
期　　日

1次試験　 ９月15日(木)～18日(日)
2次試験　10月 ８日(土)～12日(水)
合格発表
　（1次）10月 ３日(月)
　（最終）11月15日(火)
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■会館の案内
　〇開館時間／午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　〇休 館 日／毎週火曜日、祝日の翌日
　〇入 館 料／大人500円、小中学生250円（団体割引あり）、
　　　　　　  市内の小中学生と70歳以上の方は入館料無料

※企画展の詳細など会館に関する問い合わせは、美濃和紙の里会館（☎34-8111）
　または、会館のホームページをご覧ください。

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日等は変更になる場合があります。

　1997年から2014年まで美濃和紙の魅力を世界に発信
するため、世界のアーティストを招聘し市民交流を通じた
作品制作を行った美濃・紙の芸術村事業（※2015年からは、
Mino Artinfo事業として作品展示などを行っています）。
　これに参加したアーティスト等40人が「鳥に託す祈り」
をテーマに、美濃和紙を使ったアート作品約75点が並ぶ
展示会です。この展示は、３月に豊川稲荷東京別院(東京
都港区)で開催された展示会の美濃凱旋展です。

■開催中の企画展
美濃和紙国際交流展 美濃凱旋展
『ここにはある』
 “It's right here” exhibition
７月18日（月祝）まで

■次回企画展
ダンボール遊園地 The Cardboard Exhibition
～“知って”“遊べる”ダンボールのすごさ！～
７月21日（木）～10月10日（月祝）

文化会館　休館日／６/７（火）・１４（火）・２１（火）・２８（火）

NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

美濃和紙国際交流展「ここにはある」美濃和紙国際交流展「ここにはある」
～参加アーティスト特集～～参加アーティスト特集～

みの　あーと　いんふぉ　作品展みの　あーと　いんふぉ　作品展

■期　間／７月3日（日）まで 随時開催
■時　間／13：00～16：00
■ところ／吉田工房（旧今井家住宅隣）
■入場料／無料

※都合によりイベントの開催を中止する場合があります

ここからホームページへ
アクセスできます

HOT SURGEONSの様子

みの　　　 あーといんふぉ

「ウタガキ・美濃」出演者募集「ウタガキ・美濃」出演者募集
　NPO法人四つ葉のコウゾでは、「ウタガキ・美濃」の出演者を
募集しています。「ウタガキ・美濃」とは、市内でさまざまなジ
ャンルのコンサートやパフォーマンス等を通年で開催してお
り、プロ・アマ問わず誰でも出演できるイベントです。
　発表の場としても利用できます。まずは、気軽に問い合わせ
ください。
■相談・問い合わせ先／市文化会館（☎35-0522）
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〔今月の特集のご案内〕
《 一般書 》
「探偵物語part1」

「写真」、「雨が彩る物語」、「健診から始める健康づくり」（2F）、
その他、「ブックポケット」、「実用書」、「郷土の頁」のコーナー
もご利用ください。

《 児童書 》
「たのしいあめふり」・「ずら～りかえる」
「ことばあそびのえほん」

絵　本：

児童書：

 

「今月のおすすめ本（3分類）」　
しりとり、回文、だじゃれ…ことばを楽しむえほんを
集めましたよ。

ことばあそびのえほん
『しりとりえほん
らいおんレストラン』
やまぐち りりこ∥文、
アリス館

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
『「天気が悪いと調子が悪い」を
自分で治す本』
佐藤 純∥著
アスコム【498.4/サ】

休館日　６／6（月）・13（月）・20（月）・24（金）・27（月）　７／4（月）・11（月）・19（火）・22（金）・25（月）

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
『きつねとぶどう』
イソップ∥原作
あかね書房【E/イ】

　頭痛、めまい、首・肩こり、だ
るさ、気分の落ち込み…。その不
調は天気のせいかもしれません！ 
日本の天気は3日に一度は雨、人
生の33％を不調で過ごすのは、もったいない！1万人
を治療してきた「天気痛ドクター」が、天気の変化によ
る不調を自分で治す方法を伝授します。

　名探偵が鮮やかな推理で事件を解決
していく謎解きの面白さ、探偵が犯人
と対決するスリルをお楽しみください。

　ぶどうを狙うきつねが、
「あんなぶどう、きっと酸っ
ぱいに決まってる」と悪態
をついてあきらめます。そ
れは心を前に向けるため? 
語り手のねずみが、イソップ寓話を子ねずみたちに聞
かせるシリーズ。かわいい動物たちが、奥深く優しい
メッセージを伝えます。

探偵物語part1
『濱地健三郎の幽(かくれ)たる事件簿』
有栖川 有栖∥著、
KADOKAWA

パソコンの操作方法を調べるためにネット上で専門家に相談できる有料サイトにトライアル登録し、
クレジットカードを決済手段として入力した。代金は500円だった。質問は解決したが、それ以降、毎月
約5千円がクレジットカードから引き落とされていることに数カ月後に気付いた。解約したいが、契約時に
入力した情報を忘れてしまいログインできない。      　　　　　　　　　　　　　　　　　（70歳代　男性）

★サブスクリプション（以下「サブスク」という。）とは、定額を定期的に支払うことで、一定期間、商品や
　サービスを利用することができるサービスです。
★サブスクは、トライアル（お試し）を申し込む際にクレジットカードの登録が必要で、トライアル期間内
　に解約しなければ自動的に定額サービスに移行し、支払いが続きます。申し込む前にホームページなど
　で利用規約や解約方法をよく確認しましょう。
★解約は、事業者の定める方法で手続きを行う必要があります。申し込み時に登録したパスワード等が必要
　な場合があるので忘れないようにしましょう。
★利用していないサブスクの請求にすぐ気付けるように、クレジットカード等の明細
　は毎月確認しましょう。
★困ったときには、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。

使っていないサブスクの解約忘れに注意しましょう
_「消費生活問題」見守り新鮮情報 _

　　　　　　相談窓口
美濃市役所消費生活相談窓口（産業課内）
岐阜県県民生活相談センター
消費者ホットライン

　　 電話番号
33-1122（内線264）
058-277-1003
（局番なし）188

http://www.lib.city.mino.gifu.jp/　☎35-2280
〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内

おすすめの
一冊
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まちかどスケッチに掲載できなかった市内の話題は
市のホームページから見ることができます。
http://www.city.mino.gifu.jp

メンバーの佐藤さんは「戦争やコロナ禍で大変な今だから、
世界の平和を願うこの文字に決めた。」と語りました。

武藤市長は、「全国で3位はすごいこと。今後も
活躍を期待しています。」と笑顔で称えました。
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た
。

御手洗地区で秋葉まつりが開催
4
16

　
３
月
28
日
〜
30
日
に
か
け
て
、
京

都
府
で
開
か
れ
た
「
J
O
C
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
未
来
く
ん

杯
第
16
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会
」
に
、
個
人
組
手
の
種
目
で
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
、
美
濃
空
手

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
洞
崎
矢
龍
さ

ん（
美
濃
中
３
年
）と
市
原
彩
羽
さ
ん

（
同
２
年
）
が
美
濃
市
役
所
を
訪
れ
、

両
選
手
が
３
位
入
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
同
大
会
は
、
各
都
道
府
県
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
上
位
４
選
手
、
約
１

８
０
人
の
選
手
た
ち
が
覇
を
競
い
合

う
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
両
選
手
は

準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
と
も
に

準
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
２
人
は
大
会
を
振
り
返
り
、
洞
崎

さ
ん
は「
結
果
に
満
足
し
て
い
な
い
。」

と
す
で
に
先
を
見
据
え
、
市
原
さ
ん

は「
初
め
て
の
３
位
で
う
れ
し
い
。
次

は
優
勝
し
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

全国大会の結果報告会が行われました
4
19

　
４
月
28
日
、
特
定
外
来
生
物「
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
」の
防
除
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ハ
チ
は
、
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
の
受
粉
対
策
と
し
て

海
外
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
逃
げ
出

し
た
一
部
の
個
体
が
野
生
化
し
、
在
来
の
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
駆
逐
や
、
盗
蜜（
花
の
蜜
だ
け
を
採
取
し
、
花
粉

を
運
ば
な
い
こ
と
）に
よ
っ
て
植
物
が
実
を
結
ば
な
く

な
る
な
ど
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
町
職
員
な
ど
30
名
が
集
ま
り
防
除
活

動
を
実
施
。
白
い
お
し
り
を
目
印
に
手
際
よ
く
捕
獲

し
、
１
２
３
頭
を
防
除
し
ま
し
た
。

　
環
境
省
上
士
幌
管
理
官
事
務
所
の
齋
藤
佑
介
国
立

公
園
管
理
官
は
「
士
幌
町
は
大
雪
山
国
立
公
園
も
近

く
、
特
に
高
山
植
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も

活
動
の
普
及
、
啓
発
も
含
め
続
け
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
防
除
活
動

 

〜
白
い
お
し
り
が
目
印
〜

しほろだよりしほろだより
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そ
こ
に
決
ま
り
は
い
ら
な
い

武
義
高
生

　
性
別
。
そ
れ
は
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も

の
だ
。
し
か
し
男
の
子
な
ら
こ
う
あ
る
べ
き
だ
。
女
の
子
な
ら
こ

う
あ
る
べ
き
だ
。
そ
こ
ま
で
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
の

人
生
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
苦
痛
だ
。

　
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
L
G
B
T
の
人
た
ち
も
、
周
り
に
理

解
し
て
も
ら
え
ず
、
辛
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
耳
に

し
た
こ
と
も
あ
る
。
周
り
に
自
分
を
認
め
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

と
い
う
の
は
す
ご
く
辛
い
。
周
り
の
目
を
気
に
し
だ
し
て
自
分
を

押
し
殺
す
の
は
す
ご
く
苦
し
い
。

　
世
間
一
般
の
考
え
と
違
う
こ
と
を
す
る
の
は
、
想
像
以
上
に
怖

い
。
私
た
ち
の
中
に
あ
る「
普
通
」が
、「
あ
た
り
ま
え
」が
誰
か
を

苦
し
め
て
い
る
。
男
の
人
は
女
の
人
を
愛
し
、
女
の
人
は
男
の
人

を
愛
す
る
。
そ
の「
普
通
」「
あ
た
り
ま
え
」は
本
当
に
必
要
な
の
か
。

色
々
な
場
面
で
「
個
人
差
」
と
い
う
言
葉
を
普
段
か
ら
よ
く
耳
に
す

る
が
、
恋
愛
対
象
の「
個
人
差
」は
ど
う
し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。

　
私
は
も
っ
と
も
っ
と
、
L
G
B
T
の
人
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め
る

努
力
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
理
解
し
よ
う

と
せ
ず
、
た
だ
自
分
の
中
の「
普
通
」や「
あ
た
り
ま
え
」を
理
由
に

そ
の
人
た
ち
を
否
定
す
る
の
は
違
う
。
あ
た
か
も
L
G
B
T
の
人

た
ち
が
間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
風
潮
を
作
る
の
も
違

う
。
私
た
ち
は
、
世
間
の
偏
見
・
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
し
、
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
一
人

ひ
と
り
の
少
し
の
気
持
ち
の
持
ち
方
で
、
心
が
救
わ
れ
る
人
が
き

っ
と
い
る
。
み
ん
な
が
本
当
の
自
分
を
表
に
出
し
て
、
伸
び
伸
び

と
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
た
い
。

　
恋
愛
対
象
に
決
ま
り
は
い
ら
な
い
。
そ
う
私
は
考
え
る
。

玉入れで元気よくボールを投げる子どもたち

「オイサー、オイサー」の掛け声とともに、道中では
花みこしを上下に揺らす乱舞を披露しました。

　
端
午
の
節
句
を
前
に
、
美
濃
保
育

園
の
園
児
１
２
０
人
が
作
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
が
泳
ぐ
園
庭
で
、
ミ
ニ
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
仲
良
し
保
育
と
し
て
、

未
満
児
か
ら
年
長
ま
で
の
子
が
関
わ

り
合
う
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
月
に

１
回
程
度
、
縦
割
り
で
ペ
ア
に
な
っ

て
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
全
園
児
た
ち
は
４
月
に
入
っ
て
か

ら
同
運
動
会
に
向
け
て
、
布
で
一
人

一
つ
こ
い
の
ぼ
り
を
作
成
し
、
年
長
児

は
自
分
た
ち
で
布
を
縫
い
合
わ
せ
て

こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
、
ス
タ
ン
プ
や
筆

で
う
ろ
こ
や
目
を
描
き
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
園
児
た
ち
は
、
ペ
ア
で

こ
い
の
ぼ
り
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
、

玉
入
れ
な
ど
を
行
い
仲
良
く
交
流
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

美濃保育園でこいのぼり運動会
4
28

「GWを盛り上げよう in うだつの上がる町並み」が開催
5
3・4

　
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
で
、
毎

年
４
月
開
催
の
美
濃
ま
つ
り
が
３
年

連
続
中
止
と
な
っ
た
危
機
感
か
ら
、

市
観
光
協
会
に
よ
る
特
別
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、「
美
濃
ま
つ
り
」の
呼
び

物
、
花
み
こ
し
、
流
し
仁
輪
加
、
山

車
が
３
年
ぶ
り
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
勢
の
市
民
や

観
光
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
通
り

を
、
大
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
担
ぐ
花
み
こ
し
１
基
が
大
き

な
掛
け
声
や
、
太
鼓
の
音
を
響
か
せ

な
が
ら
町
中
を
練
り
歩
き
、
観
光
客

を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
風

刺
と
洒
落
を
効
か
せ
て
演
じ
る
寸

劇
、
美
濃
流
し
仁
輪
加
の
披
露
や
、

山
車
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
圧
倒
的
な

存
在
感
に
観
光
客
は
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。 し

ゃ
　
れ
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中
世
の
美
濃
紙
に
つ
い
て 

そ
の
２

大
矢
田
の
六
斎
市

紙
の
需
要
が
増
大
す
る
中
で
、
近
江

愛え

ち知
郡ぐ
ん

枝え
だ
む
ら村
の
商
人
た
ち
は
、
大
量
に
か

つ
安
価
に
供
給
で
き
る
美
濃
紙
に
目
を
付

け
、
市い
ち

場ば

で
の
独
占
的
な
購
入
・
販
売
を

は
か
る
た
め
に
、
大
矢
田
に
紙
市
を
設
定

し
、
宝ほ
う

慈じ

院い
ん

を
本ほ
ん

所じ
ょ

と
し
て
迎
え
、
紙
座

1

を
結
成
し
ま
し
た
。

宝
慈
院
は
、
元
々
皇
族
や
藤
原
氏
出
身

の
女
性
が
住
職
を
勤
め
る
尼あ
ま

門も
ん
ぜ
き跡
寺
院
で

し
た
。
大
変
権
威
の
あ
る
寺
院
だ
っ
た
の

で
、
こ
の
権
威
に
よ
っ
て
、
紙
座
の
権
利

を
守
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

所
と
は
、
領
主
と
い
う
意
味
で
す
。

応お
う
に
ん仁
３
年（
１
４
６
９
）に
出
さ
れ
た
室

町
幕
府
奉ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん

行
人

2
の
奉ほ
う
し
ょ書

3
に
は
、「
紙か
み

荷に

公く

じ事
銭

4
を
毎
月
六
度
納
入
し
て
き
た
」

と
あ
り
ま
す
。
月
に
６
回
市
が
開
か
れ
た

か
ら
６
回
公
事
銭
を
納
入
す
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
こ
の
市
が
六
斎
市
で
あ
っ
た

こ
と
の
証あ
か
し

と
な
り
ま
す
。
こ
の
応
仁
３

年
は
応
仁
の
乱
が
始
ま
っ
て
３
年
目
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
応
仁
３
年
よ
り
以
前
か

ら
、
六
斎
市
は
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

日
本
国
内
を
眺な
が

め
て
み
て
、
応
仁
３
年

の
段
階
で
の
六
斎
市
は
、
常
陸
の
国
府

5

に
次
い
で
二
番
目
に
古
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
大
矢
田
の
紙

市
は
、
月
に
６
回
も
市
が
開
か
れ
る
ほ
ど

大
量
の
美
濃
紙
が
集
ま
っ
て
き
て
、
売
買

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
美
濃
国
の

紙
産
業
は
い
か
に
盛
況
で
あ
っ
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
矢
田
紙
市
の
始
ま
り

さ
て
大
矢
田
の
六
斎
市
は
、
い
つ
頃
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
応
仁
３
年

よ
り
ど
の
く
ら
い
以
前
ま
で
遡
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
、
次
の

２
点
か
ら
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
１
）

中
世
、
大
矢
田
は
山
口
郷
に
属
し
て
い

ま
し
た
。
承
久
の
乱（
１
２
２
１
）で
活
躍

し
た
常ひ
た
ち陸
の
御ご

家け

人に
ん

佐さ

竹た
け

氏
は
大
矢
田
を

含
む
山
口
郷
全
体
さ
ら
に
上
有
知
庄
ま
で

恩
賞
と
し
て
拝
領
し
ま
し
た
。
こ
の
所
領

に
分
家
を
派
遣
し
領
有
さ
せ
ま
し
た
。
室

町
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
分
家
の
子

孫
で
あ
っ
た
佐さ

竹た
け

義よ
し

尚な
お

は
、
将
軍
を
護
衛

す
る
室
町
幕
府
奉
公
衆
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
義
尚
は
将
軍
足あ
し
か
が利
義よ
し

満み
つ

か
ら
大

変
寵ち
ょ
う

愛あ
い

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
急
に
怒

り
を
か
い
、
全
所
領
が
没
収
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
応お
う

永え
い

9
年（
１
４
０
２
）、
義

満
は
、
大
矢
田
を
含
め
て
こ
の
山
口
郷
を

創
建
間
も
な
い
相し
ょ
う

国こ
く

寺じ

に
寄
進
し
ま
し

た
。
相
国
寺
は
、
義
満
が
創
建
し
た
寺
院

で
、
京
都
五ご

山ざ
ん

の
第
２
位
に
列
せ
ら
れ
、

五
山
以
下
の
諸
寺
院
を
統
括
す
る
役
所
も

持
っ
て
お
り
、
大
変
権
力
と
権
威
の
あ
る

寺
院
で
し
た
。

宝
慈
院
は
こ
の
相
国
寺
に
属
し
た
寺
院

と
い
わ
れ
て
お
り
、
先
述
し
た
尼
門
跡
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
相
国
寺
を
後う
し
ろ
だ
て楯
に

し
て
、
こ
の
六
斎
市
の
本
所
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
六
斎
市
は
相
国
寺
領
と
な
っ
た

応
永
9
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
2
）

大
矢
田
に
六
斎
市
が
成
立
し
、
こ
の
市

が
繁
栄
す
る
と
、
町
が
出
来
て
、
人
々
が

集
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
か
な
り
大

き
な
町
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
町

が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
コ
レ
ラ
や
チ
フ

ス
な
ど
の
感
染
症
が
蔓ま
ん
え
ん延
す
る
恐
れ
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
の
人
々
は
疫え
き

病び
ょ
う

退た
い
さ
ん散
に
効
果
の
あ
る
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う王
社

6
を

勧か
ん
じ
ょ
う請
し
ま
し
た
。 

現
在
の
大
矢
田
神
社
で

す
。
こ
れ
は
ど
こ
の
町
で
も
こ
の
時
代
、

同
じ
よ
う
に
牛
頭
天
王
社
を
勧
請
し
て
い

ま
す
。
町
の
人
々
が
頼
り
に
す
る
神
社
で

し
た
。
神し
ん
ぶ
つ仏
習し
ゅ
う
ご
う合
の
時
代
で
す
か
ら
、
牛

頭
天
王
社
が
創
建
さ
れ
る
と
同
時
に
神じ
ん
ぐ
う宮

寺じ

、
つ
ま
り
こ
こ
の
場
合
は
禅ぜ
ん
じ
ょ
う定
寺じ

が
創

建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
禅
定

寺
が
何い

つ時
創
建
さ
れ
た
か
が
分
か
れ
ば
、

市
場
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
大お
お
よ
そ凡
の
見
当

が
つ
き
ま
す
。
か
つ
て
禅
定
寺
に
は
七
つ

の
坊
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
衰
退

し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
二
坊
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
坊
に
史
料
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
一
坊
に
伝
わ
っ
た「
極
楽

坊
世
代
」（
真
清
家
所
蔵
）と
い
う
過
去
帳

か
ら
創
立
の
時
期
の
解
明
を
こ
こ
ろ
み
た

▶【
写
真
1
】大
矢
田
紙
市
の
六
地
蔵

市
場
に
六
地
蔵
を
祀
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は

大
矢
田
市
場
地
内
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
太
清
寺
境

内
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。

▶【写真2】禅定寺（現大矢田神社）仁王門
神仏分離以降、大矢田神社の楼門となっている。
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い
と
思
い
ま
す
。

極
楽
坊
の
初
代
は「
法ほ
う
い
ん印
宗そ
う

運う
ん　

永え
い
き
ょ
う享

五
癸み
ず
の
と
う
し丑
年
十
月
十
九
日
」と
あ
り
、
初
代

の
宗
運
は
永
享
５
年（
１
４
３
３
）に
死
去

し
て
い
ま
す
。
宗
運
が
初
代
坊
主
と
し
て

就
任
し
、
何
年
か
坊
主
を
勤
め
、
引
退
し

て
、
ま
た
何
年
か
隠
居
し
て
死
に
至
っ
た

も
の
と
考
え
、
そ
の
期
間
を
仮
に
10
年
と

し
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
六
斎
市
が
始
ま

り
、
牛
頭
天
王
社（
禅
定
寺
）が
創
建
さ
れ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
期
間
を
ま
た
仮

に
10
年
と
し
ま
す
と
、六
斎
市
の
成
立
は
、

宗
運
の
死
の
お
よ
そ
20
年
程
以
前
、
応
永

19
年（
１
４
１
２
）頃
と
な
り
ま
す
。
一
応

の
目
安
に
は
な
り
ま
す
。

大
矢
田
紙
市
の
繁
栄

こ
う
し
て
大
矢
田
に
六
斎
市
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
大
矢
田
の
紙
市

へ
持
っ
て
行
け
ば
販
売
で
き
る
」、「
よ
い

紙
を
持
っ
て
い
け
ば
、
高
く
売
れ
る
」と

い
う
こ
と
で
、
い
よ
い
よ
、
美
濃
の
各
地

で
は
職
人
の
中
に
は
切せ
っ
さ磋
琢た
く

磨ま

し
て
、
安

く
て
質
の
よ
い
紙
の
生
産
に
心
が
け
る
も

の
も
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
多
様
な
紙
が
大
矢
田
へ
集
中
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
高
級
紙
に
比
べ
て
安

価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
紙
を
京
都
へ

運
べ
ば
、
確
実
に
売
り
さ
ば
く
こ
と
が
出

来
、
市
場
商
人
の
大
き
な
利
益
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
市
場
の
商
品
を
め
ぐ
っ
て
、

先
述
の
枝
村
の
商
人
と
今い
ま
ぼ
り堀（
滋
賀
県
東

近
江
市
）の
商
人
と
の
争
い
は
有
名
で
す
。

六
斎
市
の
成
立
は
需
要
と
供
給
に
好
循
環

を
も
た
ら
し
、
産
業
の
発
展
に
大
い
に
寄

与
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

美
濃
国
は
、
美
濃
紙
の
外
に
、
八は
ち
じ
ょ
う丈

絹き
ぬ

な
ど
の
絹
織
物
業
、
関
の
打
刃
物
業

7

が
発
展
し
、
ま
た
東
濃
で
は
大お
お
が
ま窯

8
が
稼

働
し
て
陶
器
の
大
産
業
地
と
な
っ
て
、

豊
か
な
国
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
禅
僧

で
朱し
ゅ

子し

学
者
の
桂け
い
あ
ん庵
玄げ
ん

樹じ
ゅ（
１
４
２
７
～

１
５
０
８
）は
、『
島と
う
い
ん隠
集し
ゅ
う

』と
い
う
漢
詩

集
の
中
で
、「
京
よ
り
東
の
国
で
美
濃
ほ

ど
富
華
の
国
は
な
い
」と
美
濃
の
富ふ

裕ゆ
う

ぶ

り
を
褒ほ

め
て
い
ま
す
。

万ば
ん

里り

集し
ゅ
う

九く

と
大
矢
田
紙
市

万
里
集
九
と
い
う
五
山
文
学
の
大
家
が

応
仁
の
乱
に
遭
遇
し
て
、
京
都
を
棄
て
、

近
江
を
さ
ま
よ
い
、
つ
い
に
は
美
濃
の
鵜

沼
に
家
を
こ
し
ら
え
、
梅ば
い

花か

無む

尽じ
ん

蔵ぞ
う

と
名

付
け
て
、
そ
こ
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
極
楽
寺

9
の
廷て
い
り
ん麟
和
尚
10
と
仲

が
よ
く
、
極
楽
寺
に
来
て
、
大
矢
田
の
紙

市
で
紙
を
買
っ
た
と
き
の
こ
と
を
詠
ん
だ

漢
詩
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
（
読
下
文
）

　
　

�

浣か
ん

花か

の
春し
ゅ
ん

水す
い

、
紙
は
皆み
な

魚
な
り
、
百

銭
に
換か

へ
得
て
、纔わ
ず

か
に
書
を
写
す
、

却か
え

っ
て
笑
ふ
、
広こ
う

文ぶ
ん

、
我
よ
り
困く
る

し

め
る
を
、
只た
だ

柿し

葉よ
う

を
収お
さ

め
て
、
世せ

縁え
ん

踈そ

な
り
、

　
　
　

�

右
は
、
大
矢
田
に
彦（
産さ
ん

）す
る
所
の

魚ぎ
ょ

牋せ
ん

を
い
ふ
、
極
楽
寺
は
大
矢
田
に

在
り
。
盖け
だ

し
岐ち
ま
た

の
紙
市
な
り

　
（
現
代
語
訳
）

　
　

�

唐
の
杜と

甫ほ
11
が
住
ん
で
い
た
家
の
近

く
の
浣か
ん

花か

渓け
い

の
春
の
水
で
、
唐
の
女

流
詩
人
、
薛せ
つ
と
う濤
が
紙
を
漉
き
、
有
名

な
浣
花
箋せ
ん

を
作
り
ま
し
た
が
、
大
矢

田
で
作
ら
れ
る
紙
は
浣
花
箋
に
も
匹

敵
す
る
も
の
で
、
そ
の
紙
の
絵
模
様

は
皆
、
魚
で
、
上
等
な
紙
で
す
。
私

は
貧
乏
の
身
で
、
百
銭
も
出
し
て
そ

の
紙
を
手
に
入
れ
、
や
っ
と
の
こ
と

で
書
物
を
写
し
て
い
ま
す
。
昔
、
唐

の
広
文
学
士
鄭て
い

虔け
ん

が
貧
し
い
と
き

は
、
私
よ
り
ず
っ
と
貧
し
く
、
慈
恩

寺
の
柿
の
葉
を
用
い
て
書
を
学
ん

１ �

商
工
業
者
な
ど
の
同
業
組
合
、
貴
族
・
社
寺
な

ど
の
保
護
を
受
け
、
商
品
の
製
造
・
販
売
上
の

独
占
権
を
持
っ
た
。

２ �

鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕
府
に
お
い
て
、
行
政
・
裁

判
な
ど
の
実
務
を
担
当
し
た
事
務
官
の
総
称
。

3 �

将
軍
な
ど
の
命
を
受
け
て
、
臣
下
が
そ
の
意
向

を
下
部
に
伝
達
し
た
文
章
。

4 �

紙
荷
に
懸
け
ら
れ
る
税
の
こ
と
。

5 �

常
陸
国
府
の
六
斎
市
は
南
北
朝
期
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
現
茨
城
県
石
岡
市
。

6 �

牛
頭
天
王
を
祭
神
と
し
た
神
社
、
京
都
祇
園
社

や
尾
張
津
島
大
社
な
ど
が
あ
る
。

7 �

関
の
刃
物
に
つ
い
て
は
、
15
世
紀
に
な
っ
て
鍛

冶
屋
が
集
住
し
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

8 �

15
世
紀
末
か
ら
16
世
紀
に
か
け
て
主
流
で
あ
っ
た

窯
。
量
産
を
目
的
と
し
た
半
地
上
式
の
単
室
窯
。

9 �

美
濃
市
極
楽
寺
に
あ
っ
た
寺
院
。
美
濃
佐
竹
氏

の
菩
提
寺
、
京
都
五
山
東
福
寺
の
末
寺
。

10 �

極
楽
寺
住
職
、
佐
竹
氏
の
出
身
で
、
佐
竹
義
尚

の
孫
。

11 �

中
国
盛
唐
の
詩
人
。
李
白
と
と
も
に
李
杜
と
並

び
称
さ
れ
る
。

注美
濃
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会

美
濃
市
史
編
纂
室（
古
田
憲
司
）

で
、
俗
世
と
の
縁
が
薄
か
っ
た
と
い

う
事
を
思
い
出
し
て
、
笑
っ
た
こ
と

で
す
。

　
　
　

�

右
の
詩
は
、
大
矢
田
で
産
す
る
紙
、
魚

牋
の
事
を
詠え
い

じ
ま
し
た
。
廷
麟
和
尚
の

居
る
極
楽
寺
は
大
矢
田
に
あ
り
ま
す
。

大
矢
田
は
紙
の
集
散
地
で
す
。

　

原
文
は
漢
文
で
省
略
、
読
下
文
・
現
代
語
訳

は
、
市
木
武
雄
氏『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
第
一
巻
』

57
頁（
群
書
類
従
完
成
会
）よ
り
転
載
し
ま
し
た
。

▶【
写
真
3
】極
楽
坊
過
去
帳

死
去
し
た
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
真
清
家
所
蔵
）


